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化
政
・
天
保
期
に
お
け
る
江
戸
周
辺
農
村
の
構
造
と
村
財
政

|

|

武

蔵

国

足

立

郡

大

門

宿

の

場

合

|

|

Iま

め

じ

戦
後
の
村
入
用
(
村
川
政
)
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
児
玉
幸
多
氏
の
業
績

(

1

)

(

2

)

(

3

)

(

4

)

 

を
先
駆
と
し
、
そ
の
後
、
仲
見
秀
雄
氏
・
正
田
健
一
郎
氏
・
伊
藤
好
一
氏
・

(

5

)

へ6
)

(

7

)

佐
々
木
陽
一
郎
氏
・
上
杉
允
彦
氏
・
菅
野
貞
男
氏
な
ど
の
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
主
と
し
て
村
入
用
の
費
自
分
類
、
年
貢
高

と
比
較
し
た
村
入
用
の
割
合
(
村
入
用
の
量
の
多
少
に
よ
る
農
民
負
担
の
軽

重
)
、
村
入
用
の
運
用
面
に
お
け
る
問
題
を
論
じ
て
い
る
。

(
9
)

〈

ω)

こ
れ
と
は
別
に
、
伊
藤
好
一
氏
・
菅
原
憲
二
氏
の
研
究
が
あ
る
。
前
者
は

(
口
)

村
役
の
貨
幣
化
に
よ
る
村
入
用
の
成
立
を
述
、
べ
、
後
者
は
村
入
用
帳
が
成
立

す
る
歴
史
的
条
件
を
考
察
し
、
一
七
世
紀
中
葉
に
そ
の
法
的
条
件
を
整
え
た

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
村
役
人
の
入
用
不
正
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
る
村
方
騒
動
(
農
民
間

(

ロ

)

(

門

む

争
)
を
、
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
は
、
大
石
慎
三
郎
氏
・
金
丸
平
八
氏
・

(
U
)
 

伊
藤
好
一
氏
の
研
究
が
あ
る
が
、
近
年
に
お
い
て
は
村
入
用
帳
の
詳
細
な
分

析
を
行
な
っ
た
う
え
で
、
こ
れ
と
村
方
騒
動
と
の
関
連
を
追
求
し
た
も
の
と

化
政
・
天
保
期
に
お
け
る
江
戸
周
辺
農
村
の
構
造
と
村
財
政
ハ
池
田
〉

池

昇

田

(

日

)

ぺ

日

山

ゾ

し
て
、
福
山
昭
氏
・
菅
原
憲
二
氏
の
業
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
、
他
の
観
点
か
ら
は
福
山
昭
氏
・
須
田
茂
氏
の
研
究
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は

村
財
政
に
高
利
貸
付
資
本
や
村
独
自
の
金
融
活
動
が
充
当
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
先
学
の
業
績
に
導
か
れ
つ
つ
、
化
政
・
天
保
期
に
お

け
る
武
蔵
国
足
立
郡
大
門
宿
の
構
造
を
「
宿
入
用
・
村
入
用
」
の
分
析
を
通

し
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
そ
の
場
合
、
入
用
の
時
期
的
変
遷
、
量

の
多
少
(
負
担
の
軽
量
)
が
農
民
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
注
目
し
て
い
き
た

い
。
な
お
、
大
門
宿
の
場
合
は
宿
駅
と
し
て
の
機
能
を
も
合
わ
せ
持
っ
て
お

り
、
本
来
な
ら
ば
そ
の
こ
と
を
も
含
め
て
考
察
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
日
を
期
す
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
村
の
機
能
を

中
心
に
し
た
考
察
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一
、
大
門
宿
の
構
造

川

概

況

江
戸
周
辺
農
村
で
あ
る
武
蔵
国
足
立
郡
大
門
宿
は
、
岩
槻
宿
へ
二
旦
一
一

--'-
/'¥ 
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法
政
史
学

第
三
十
一
日

丁
、
鳩
ケ
谷
宿
へ
一
里
二
五
丁
の
距
離
に
あ
り
「
日
光
御
成
道
」
の
宿
駅
で

ハ
幻
)

も
あ
り
、
江
戸
へ
は
六
里
一
九
丁
の
地
に
位
置
し
て
い
る
。

村
高
は
一
一
三
七
石
七
斗
三
升
五
合
で
あ
り
一
村
が
幕
領
で
あ
っ
た
が
、

〈
幻
)

ほ
か
に
は
三

O
石
の
朱
印
地
大
興
寺
川
酬
が
存
在
し
た
。
検
地
は
宝
暦
十
辰
年

に
行
な
わ
れ
て
い
る
、
投
「
日
光
御
成
道
宿
村
大
概
帳
」
に
場
「
宿
高
千

百
三
拾
七
石
七
斗
三
升
五
合
宝
暦
十
辰
年
検
地
高
有
ν
之
」
ハ
傍
点
筆
者
)
と

〈お〉

あ
っ
て
、
村
高
は
宝
暦
の
検
地
(
地
押
カ
)
の
と
き
の
も
の
で
あ
る
。

領
主
の
変
遷
を
み
る
と
、
慶
長
二
年
は
水
野
伊
豆
守
光
康
の
采
地
で
あ

(
お
)

り
、
正
保
の
頃
は
阿
部
対
馬
守
の
領
地
と
な
り
二
克
明
偲
一

O
年
に
は
関
東
郡

〈
幻
)

代
伊
奈
半
左
衛
門
支
配
の
首
都
似
と
な
っ
て
い
る
。
以
後
、
引
き
続
き
化
政
・

〈お
)

天
保
期
も
幕
領
で
あ
っ
た
。

大
門
宿
の
耕
地
面
積
を
聞
方
と
州
方
と
に
分
け
て
比
率
を
示
せ
ば
、
表
川

の
よ
う
に
な
る
。
田
方
二
五
に
対

し
畑
方
が
七
五
と
な
る
。
一
般
に

武
蔵
国
西
部
の
畑
作
優
位
の
農
村

に
対
し
て
東
部
は
田
方
が
多
い
の

で
あ
る
が
、
大
門
宿
の
場
合
は
と

く
に
畑
方
が
多
い
の
が
特
徴
的
で

あ
る
。こ

こ
で
の
産
物
を
み
る
と
「
一
、

当
伯
前
栽
も
の
ハ
里
芋
・
と
ふ
か

ら
し
・
せ
う
が
作
申
候
、
尤
江
戸

神
田
、
或
ハ
千
住
河
原
町
ニ
而
売

(
m
m
)
 

中
候
」
と
あ
る
。
ま
た
、
天
保
一

大門宿田畑比率

天明 8年 7月

J 

4 7~'T 4反 3iIiA 15~ I 

rrn i山 4. 3. 27 I 75 

問畑合計 I 189. 8. 7. 12 川

(;it) 公団'荻交書7l 5~} ri¥:州}eu:郡大門市村差11¥銘

細帳」。

表(1 ) 

表(2 ) 江戸での商売
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(註) 交政1111'.3月宗門人別帳から。

--'-/、

四
年
時
に
記
載
さ
れ
た
「
日
光
御
成
道

宿
村
大
概
帳
」
の
「
大
門
宿
よ
岩
槻
宿

迄
往
還
通
間
之
村
々
雑
之
部
」
に
も
、

「
一
、
五
穀
之
外
時
々
の
野
菜
を
作
る
、

好
此
辺
南
部
領
に
て
長
い
も
・
つ
く
ね

い
も
等
を
作
り
江
戸
江
売
出
し
候
由
」

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
門
宿
お
よ

び
そ
の
周
辺
農
村
の
農
民
が
江
戸
と
の

関
係
を
緊
密
に
し
な
が
ら
、
商
品
作
物

の
生
産
・
販
売
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た

こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
文
政
二
年
三
月
の
宗
門

人
別
帳
の
記
載
を
み
る
と
(
表
問
参

照
)
、
大
門
宿
の
農
民
は
持
高
の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
、
八
丁
堀
・
神
田
・
日

本
橋
・
駒
込
へ
出
て
商
売
を
営
ん
で
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
明
治
初
年
時
の
大
門
宿
の

物
産
を
示
す
と
、
表
同
の
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
は
明
治
八
年
の
調
査
に
も
と

づ
く
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
よ
っ
て
作

成
し
た
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
物
産
名

お
よ
び
数
量
は
、
幕
末
期
の
状
態
と
ほ

ぼ
同
様
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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び 宿政村 表(3 ) 大門宿物産表
つも期の「一一一寸 f」ム」アー

き 、に農|崎荏i1i生産高片り門
が 明は民 i--J- 1輸出(販売〉

強 治そは|米 I 840石 I292石 5斗か 初れ、 I /1' I ~~V 'w  I 

つ年が江|大麦 I480石 I120石

たに い戸 (小麦 I 195石 I 50石
とオフつの.~ I ---" I 

いたせ 市 : 大 豆 I 140石

冬つい要|小TJ.I 30行
ゐて tこ tこ! ---I 
の 商 開応|粟 501i

で，¥}， 7"Eじ
あ生す(て
る産る将商

ll-占 と産いのはされので・をしも通にを物くこ
流化生近思物がほ、れら生は明みてそしほ除産、の
通 政産世わもトか長ての産米治て¥""，のてぼいも村調
が・を中れ当前のいい多が・初明た31多 い 等 て あ に 査
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、 にい、 産う記くあ品れのいよが剰あ商多生はな
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戸けた戸 れこれい。しお類、にて分。とが高査の
とるが周 てれてもこてりと大、、を米し出は洩で
の大、辺 いらい等こ販、木門幕表出穀て荷米れは
結門化農 たのなそに売そ綿宿末 (3) 荷類流高穀のな

明治初年

租
、Eノ士冗一

ヨ
販
一

.吋

V
B
r
t
‘、

の
出
↑

こ
輸

吉

岡

一

石

反

反

旨
』
一

0

0

0

耳
目
姐
一

3

0

5

山
首

己
一

5

7

む

正
一
一

'
i

コ長

名

一

麦

綿

縞

澗

油

刊

産

一

木

綿

議

物

一

蕎

白

木

清

醤

m

i
l
l
i
-
-「
I
l
l
1
1
}
l
i
l
i--
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
9

合

間

川

ワ

山

ノ

斗

斗

L

F
h
u

山
川
〕

石つ白
内

i
唱

i

1000反

130石

500干J

只

(注) ~ '武蔵園都村ぷ 1 により作成。

化
政
・
天
保
期
に
お
け
る
江
戸
周
辺
農
村
の
構
造
と
村
財
政
ハ
池
田
)

凶
人
口
と
農
民
構
成

大
門
宿
の
戸
数
・
人
口
を
掲
げ
る
と
表
凶
の
と
お
り
で
あ
る
。
戸
数
は
天

明
八
年
に
一
八

O
軒
で
あ
っ
た
が
、
文
化
元
年
に
は
一
六
六
軒
と
減
少
し
て

い
る
。
し
か
し
、
以
後
、
漸
次
増
加
し
て
お
り
、
文
化
五
年
に
一
七

O
軒、

天
保
三
年
に
一
七
五
軒
、
天
保
一
四
年
は
一
八

O
軒
、
明
治
初
年
で
は
一
九

三
軒
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
平
行
し
て
地
借
の
戸
数
も
増
し
続
け
て
お

り
、
全
体
に
対
す
る
そ
の
割
合
は
、
二
二
%
(
文
化
元
年
〉
か
ら
一
七
%

(
天
保
三
年
)
へ
と
仲
び
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
口
を
み
て
も
常
に
増
加
し

て
お
り
、
幕
末
・
明
治
期
へ
と
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
減
少
し
て

(
刈
)

い
る
の
は
大
門
宿
へ
の
入
奉
公
人
だ
け
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
化
政
・
天
保
期
以
降
の
江
戸
周
辺
農
村
の
戸
数
・
人
口
を
検
討

す
る
と
、
武
蔵
国
埼
玉
郡
越
ヶ
谷
周
辺
村
々
で
は
、
と
く
に
天
保
期
に
戸
数

の
減
少
し
た
村
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
全
体
的
に
み
る
と
漸
増
傾
向
に
あ
っ

(
泌
)

た
多
摩
郡
山
口
領
蔵
敷
村
で
は
、
人
口
が
文
化
末
年
に
は
最
低
の
状
態
と
な

り
天
保
期
に
増
加
し
て
い
く
も
の
の
、
そ
の
末
年
に
は
再
び
減
少
し
て
い

る
。
以
後
、
幕
末
は
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
戸
数
を
み
る
と
安
永
期
に

五
七
軒
あ
っ
た
も
の
が
、
文
政
四
年
に
は
五
一
軒
に
減
少
し
、
天
保
一
一
年

ま
で
五
一
、
二
軒
台
を
上
下
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
増
加
の
傾
向
に
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
人
口
・
戸
数
の
推
移
の
な
か
で
、
蔵
敷
村
で
は
潰
百
姓
を
出

し
て
お
り
、
文
政
期
以
降
こ
れ
が
増
加
し
毎
年
四
軒
か
ら
六
軒
を
か
ぞ
え
て

(
お
)

い
る
。
隣
村
の
高
木
村
で
は
、
天
保
五
年
に
人
口
は
一
五
回
人
で
あ
っ
た

が
、
天
保
一
四
年
に
は
一
三
九
人
と
減
少
し
て
い
る
。
弘
化
三
年
以
降
幕
末

に
増
加
の
傾
向
を
一
部
す
の
で
あ
る
。

ー........ /、
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t
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1
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一
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-宗門人)JIj帳により作成。 天明8年は.銘細様。天保14年は「日光御成)11宿村大概帳J(児玉吉多i交訂
『近世交通史料集』六)。明治初年は 『武蔵国郡村誌』による。

・人5JI)帳の数値は筆者の算定によった。

・文化14年 ・交政11年・天保 3 ~干の地借は，それぞれ 1 名・ 2 名・ 1 名のl苫 {首を含む。 ( ) I勾は持1::'
のある地倍。

・入奉公人は村名が明記された ものの数であり，明記されていない tのは大門宿の人口とみなした。

(註)

六
回

ま
た
、
武
蔵
国
世
田
谷
似
諸
村
で
は
、
人
口
が
寛
政
・
文
化
期
に
激
減
し

て
最
低
値
を
示
し
、
こ
の
最
低
の
横
ば
い
状
況
が
天
保
二
二
年
ま
で
続
き
、

嘉
永
・
交
政
期
以
降
、
徐
々
に
増
加
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
家
数
は
宝
暦
期

に
ピ
l
ク
が
あ
り
、
以
降
若
干
の
減
少
な
い
し
横
ば
い
状
況
が
統
き
、
幕
末

F

幻
)

・
明
治
期
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
世
田
谷
領
上
野
毛
村
で

(

河

川

)

は
化
政
則
前
後
に
潰
百
姓
が
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
周
辺
農
村
は
幕
末
に
戸
数
・
人
口
が
増
加
し
て
い
る

が
、
そ
の
以
前
の
化
政
・
天
保
期
に
は
、
埼
玉
郡
越
ヶ
谷
周
辺
に
お
け
る
戸

数
漸
増
(
た
だ
し
、
天
保
期
に
は
減
少
し
た
村
が
多
い
)
を
例
外
と
し
て
、

お
お
む
ね
戸
数
・
人
口
が
減
少
し
て
お
り
、
潰
百
姓
が
発
生
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
必
ず
し
も
周
辺
農
村
の
疲
弊
や
荒
廃
に
そ
の
ま
ま

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
大
門
宿
の
場
合
を
考
え
る
と
き
、

化
政
則
か
ら
幕
末

・
明
治
に
至
る
ま
で
戸
数

・
人
口
が
漸
次
増
加
し
て
お

り
、
こ
の
こ
と
を
基
準
に
す
る
な
ら
ば
、
大
門
宿
は
繁
栄
の
状
況
に
あ
っ
た

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
大
門
宿
の
階
周
構
成
を
み
て
い
く
た
め
表
問
を
掲
げ
る
。
一
応
、

こ
こ
で
は
上
層
農
を
一
五
石
以
上
、
中
層
農
を
三
石
以
上
t
一
五
石
未
満
、

下
肘
農
を
三
石
未
満
と
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

表
聞
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、
化
政
・
天
保
期
に
お
け
る
大
門
宿
は
、
ほ

ぼ
農
民
同
の
分
解
が
終
わ

っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
上
層
農
は
ど
の
時
期

も
一
O
%
前
後
で
あ
っ
て
変
化
を
み
な
い
。
し
か
し
、
中
層
農
は
七
石

t
一

五
石
層
に
ほ
ぼ
変
わ
り
を
み
な
い
も
の
の
、
三
石

t
七
石
層
に
変
動
が
み
と

め
ら
れ
る
(
二
四
・
一
%
!
と
三
・
六
%
)
。
下
層
農
は
一
石

t
三
石
層

に
も
(
一
五
・
八
%
|
↓
二
0
・
七
%
)
、
一
石
未
満
層
に

も

(
三
二
・

三
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化
政
・
天
保
期
に
お
け
る
江
戸
周
辺
農
村
の
構
造
と
村
財
政
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(註〉 ・宗門人別帳により作成。 o{自主}ム年寄 企百姓代 X潤 j元役

・地借であり，かっ持高のある者(表4参照)を，それぞれ個別なものとして扱ったので.合計戸数

は実際より L、くらか多い。

・平左衛門は60石の うち外高30石を含む。平布衛門は53石のうち11石預荷。
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法
政
史
学

第
三
十
一
号

%
ー
↓
一
一
一
八
・
五
%
)
変
化
が
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
詳
細
に
み
れ
ば
、

中
層
農
が
没
落
し
、
下
層
農
が
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
地
借
と
一
石
未

満
層
の
全
体
に
占
め
る
割
合
が
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。

武
蔵
国
埼
玉
郡
・
足
立
郡
農
村
で
は
、
江
戸
を
市
場
に
し
て
、
生
鮮
野
菜

を
中
心
と
し
た
農
業
生
産
を
発
展
さ
せ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
う
ら
づ
け
ら
れ

〈

ω)

て
天
保
期
・
幕
末
に
農
民
の
階
層
分
化
が
進
行
し
た
と
い
わ
れ
る
。
大
門
宿

の
場
合
も
江
戸
と
の
商
品
生
産
・
流
通
の
関
係
を
す
す
め
て
い
た
こ
と
は
事

実
で
あ
る
。
し
か
し
、
化
政
・
天
保
期
以
前
か
ら
農
民
層
の
分
解
が
す
す
ん

で
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

間
農
間
渡
世

大
門
宿
の
農
間
渡
世
に
つ
い
て
詳
し
く
記
さ
れ
た
も
の
は
、
文
政
一
O
年

(
H
U
〉

六
月
の
「
御
取
締
御
改
革
-
一
付
商
売
向
改
」
で
あ
る
。

農
間
渡
世
を
営
む
も
の
は
全
体
で
六
O
%
で
あ
っ
た
。
大
門
宿
周
辺
の
文

政
期
に
お
け
る
農
同
渡
世
者
の
比
率
は
二
七
%
で
あ
り
、
一
般
に
純
粋
農
村

〈
日
)

で
は
二
O
%
ほ
ど
が
農
間
波
此
を
併
い
ん
で
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
大
門
宿
の

場
合
は
非
常
に
高
い
数
値
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
街
道
沿
い
の
宿
村
は
農
問

渡
世
に
従
事
す
る
者
の
比
率
が
高
い
と
い
わ
れ
る
が
、
大
門
宿
は
「
日
光
御

成
道
」
の
宿
場
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
高
い
比
率
に
な
る
と

い
っ
て
よ
い
。

持
高
別
に
比
率
を
み
て
い
く
と
、
三
五
.
h
i
六
五
石
層
が
一
O
O
%
、
三

石
t
E
石
層
が
七
九
%
、

0
.
h
t
一
石
層
が
六
八
%
、
地
借
が
八
三
%
、
無

高
が
一
O
O
%
と
な
り
、
こ
れ
ら
は
全
体
の
平
均
を
う
わ
ま
わ
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
二
石

t
三
石
層
が
五
六
%
、
一

.
h
t
二
石
層
が
五
三
%
と
い
ず
れ
も

六
O
%
に
ち
か
く
、
農
間
商
(
渡
世
)
は
上
層
ク
ラ
ス
と
下
層
ク
ラ
ス
に
多

六
六

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

商
売
を
営
む
者
は
九
六
軒
を
か
ぞ
え
る
が
、
一
軒
で
い
く
つ
も
の
商
売
を

兼
業
す
る
者
が
多
く
、
そ
れ
ら
を
延
べ
に
し
て
み
る
と
一
六
一
軒
に
も
な
る
。

さ
ら
に
業
種
別
に
み
て
い
く
と
、
質
屋
、
米
穀
売
買
・
白
米
小
売
、
肥
料

・
農
間
以
、
居
酒
・
酒
升
売
、
湯
屋
、
呉
服
・
太
物
な
ど
の
商
売
は
、
下
層

農
に
よ
っ
て
も
営
ま
れ
て
い
る
が
、
た
い
が
い
、
上
層
農
で
あ
り
且
つ
多
く

の
宿
村
役
人
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
菓
子
類
、
小
間
物
・
あ
ら
物
、
金
物
・
鉄
物
、
八
百
屋
・

青
物
、
嵐
肴
、
煮
売
な
ど
は
下
層
を
中
心
に
し
て
営
ま
れ
て
い
る
。
持
高
が

少
な
い
か
あ
る
い
は
皆
無
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
余
業
(
商
売
)
は
「
街

(
M
W
)
 

道
付
の
一零
細
小
作
農
の
生
計
補
充
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
」

と
解
釈
で
き

る
。
街
道
沿
い
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
余
業
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
の
で

あ
る
。

駄
釘
・
駄
目
附
は
宿
場
の
仕
事
の
特
徴
を
な
す
が
、
他
に
経
師
屋
・
大
工

・
揃
民
、
や
ね
屋
、
石
屋
、
傘

・
挑
灯
そ
れ
に
柚
・
木
挽
な
ど
の
職
人
も
、

ほ
ほ
下
回
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
大
門
宿
で
は
広
汎
に
農
間
渡
世
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

二
、
年
貢
と
宿
入
用
・
村
入
用
の
変
遷

川

年

只

高

寛
永
二
O
年
か
ら
天
保
三
年
ま
で
の
大
門
宿
の
年
貢
高
を
示
す
と
表
制
の

よ
う
に
な
る
。
村
高
に
は
変
動
が
あ
り
、
正
保
頃
が
八
九
七
石
四
斗
五
升
八

合
(
『
武
蔵
凹
困
簿
』
)
、
年
貢
割
付
状
お
よ
び
年
貢
皆
済
目
録
に
よ
れ
ば
、
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表
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一
永
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寛

化
政
・
天
保
期
に
お
け
る
江
戸
周
辺
農
村
の
構
造
と
村
財
政

元禄 5年 (1692)

6年 (169:-U

7年 (1694)

323.947 

330.017 

270.230 

13年(1700)I 246.500 

宝永元年 (1704)I 144.520 
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4年 (1707)I 48.509 

6年 (1709)I 103.442 
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池
田
〉
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7 ~r (1722) 
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寛延 2年(1749)
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(年責皆済目録
(W会田落穂集Jl)

" 
(年貢米勘定帳

〈会田家文書 1543号〉i田方勘定帳・畑方勘定帳
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(大門宿)表(7 ) 

O. ~ 

1. 000 薪油代

敷廷

0.948 

「定例分」合計 I5.632 I 5.9121 ~ 

下組入用合 1， _ _， 1 ， ，1 ¥ 一…....1(47.151)1(46.945)1 ¥ 

0.348 

0.648 御用挑灯

小田原挑灯

六
八

( )内は筆者の計算による数値。

元
禄
五
年
は
九
八

O
石
五
斗
九
升
七
合
で
あ
り
、
以
後
、
寛
延
期
ま

で
は
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
宝
暦
一

O
年
か
ら
は
一
一
一
ニ
七

石
七
斗
三
升
五
合
と
な
っ
て
い
る
。

享
和
期
以
降
の
年
貢
高
に
つ
い
て
は
、
畑
方
を
ほ
と
ん
ど
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
頃
の
大
門
宿
の
年
貢
徴

収
法
は
定
免
取
で
あ
り
、
文
化
二
丑
年
改
の
「
未
よ
辰
迄
拾
ヶ
年
定

(μ

ご

免
反
取
帳
」
が
残
存
し
て
お
り
、
「
未
」
年
を
寛
政
一
一
年
、
「
辰
」

年
を
文
化
五
年
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
文
化
二
年
を
は
さ
ん
だ
一

0

ヶ
年
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
下
組
分
の
年
貢
で
あ
り
、

田
方
年
貢
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
取
米
は
六
七
石
二
升
四
合

で
、
こ
の
斗
立
が
七

O
石
八
斗
五
升
四
合
で
あ
る
の
で
、
二
倍
す
れ

ば
一
四
一
石
七
斗
八
合
と
な
り
、
ほ
ぼ
享
和
期
以
降
の
一
五

O
石
代

に
ち
か
い
。
つ
ま
り
、
田
方
は
定
免
取
と
み
て
差
し
支
え
な
い
の
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
、
畑
方
も
定
免
取
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
わ
け
で

あ
り
、
文
化
一

O
年
の
永
九
九
貫
文
ぐ
ら
い
を
こ
の
頃
の
畑
方
永
年

貢
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
表
的
仰
を
み
る
に
元
禄
期
は
村
高
が
低
か
っ
た
と
は
い

え
、
全
期
間
を
通
じ
て
年
貢
高
が
最
も
高
い
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
宝
永
期
か
ら
正
徳
期
を
経
て
享
保
期
の
初
め
ま
で
は
年
貢
高
が

低
下
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
、
享
保
七
年
か
ら
は
年
貢
が
増
徴
さ

〈

U
)

れ
、
寛
延
期
に
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。
し
か
し
、
享
和
期
か
ら
化

政
・
天
保
期
に
は
再
び
年
貢
高
が
低
下
し
ほ
ぼ
一
定
し
た
状
態
に
あ

っ
た
。

(註〉 ※印は「朱」で「村Jとあるが「宿」入用である。

Hosei University Repository



表 (8) 下組宿入用・村入用主費目

7ト ¥
ろ 7 そ く 御 用 宿 ・御休 雑 用 代 出

宿入用 村入用 止口』 宿入用 村入用 ム口 宿入用 A口、 街入用村入用

貫文
文化 5年 (1808) 4.932 6.356 11.288 6.348 5.084 11.432 1. 500 4.224 5.724 

6年(1809) 6.448 4.412 10.860 4.048 8.372 12.420 1.184 9.618 10.802 

7年 (1810) 4.156 6.036 10.192 300 9.800 10.100 1.132 5.580 6.712 100 

10年 (1813) 2.228 4.008 6.236 3.324 3.200 6.524 6.212 10.760 16.972 1.840 

11年(1814) 1.956 2.192 4.148 6.000 3.700 9.700 14.557 7.432 21. 989 2.564 

14年(1817) 1.424 2.824 4.248 1.550 1.400 2.950 4.335 5.364 9.699 250 

文政元年(1818) 1.636 2.724 4.360 3.300 3.624 6.924 2.412 9.100 11. 512 364 

2年(1819) 3.950 2.668 6.618 2.300 3.872 6.172 1. 818 11. 833 13.651 800 

3年 (1820) 2.800 3.840 6.640 3.日8 6.148 9.696 1.448 8.310 9.758 348 

4年 (1821) 4.924 8.240 13.164 3.824 6.824 10.648 6.162 9.106 15.268 900 

5年(1822) 4.008 5.638 9.646 3.450 4.850 8.300 1.790 8.927 10.717 532 

6年(1823) 4.916 4.908 9.824 9.800 5.472 15.272 10.791 6.158 16.949 5.314 

7年(1824) 37.667 4.672 42.339 52.624 14.372 66.996 24.981 7.695 32.676 6.476 

10年(1827) 4.008 3.500 7.508 4.600 4.500 9.100 4.335 5.364 9.699 1.700 

11年(1828) 2.288 4.008 6.296 5.000 6.924 11.924 3.487 11. 159 14.646 1.464 

12年(1829) 2.500 7.004 9.504 5.600 8.200 13.800 5.751 11. 487 17.238 1.250 

(天文保政元13年年)(1830) 5.080 21. 860 26.940 4.124 13.150 17.274 1.410 7.235 8.645 2.650 

4年(1833) 4.529 20.000 24.529 8.424 13.400 21. 824 5.855 7.636 13.491 8.179 

〔設〕事文政3年・向10年・天保4年は宿入府警上I阪と村入用書上i禄，文政5if.間12年・天保2年は書上I践と宿村入用取調i様，天保元年

は書上i様と宿村入用改I犠，他は宿村人用取調!俵により作成。

@合計数値は筆者の計算による。

.r土物一件」は村入用分とみなした。

。宿入用合計のうち，文政2年「御門主被下金J10貫396文・「鳩ケ谷宿よりJ10貫350文，文政6年「郷蔵敷地代など問屋場家賃

改入銭引J 3賞903文，文政10:::手の宿入用引分(本来，村入用引分となるもの)66賞432文は，はじめから差し引いた。

f支

村人用 l口k 

3.024 3.024 

3.264 3.264 

1.480 1.580 

2.164 4.004 

2.048 4.612 

800 1. 050 

1.300 1.664 

1.150 1.950 

1.8臼 2.212 

3.350 4.250 

1.940 2.472 

2.744 8.058 

2.104 8.580 

1.700 3.400 

3.916 5.380 

9.356 10.606 

2.712 5.362 

23.518 31.697 

四品目合わせ 他 入 用 宿入用 村入用 村入用 村入用 宿・村入用 合計負担額

A仁1、
事件ならびに臨時入用 合計 合計 引分 差引分 合計負担額

宿入用 村入用 信入用 村人用 応口、 年貢半分

12.780 18.688 31. 468 11. 402 50.047 61. 449 24.182 68.735 13.671 55.064 79.246 

11.680 25.666 37.346 15.159 23.632 38.791 8.042 土物一件 26.839 57.340 23.833 33.507 60.346 

5.688 22.896 28.584 8.074 19.327 27.401 2.884 土物-件 13.762 45.107 23.057 22.050 35.812 

13.604 20.132 33.736 9.336 26.158 35.494 22.940 46.290 24.091 22.199 45.139 4.9% 

25.077 15.372 40.449 22.066 31.563 53.629 47.143 46.935 32.530 14.405 61.548 

7.559 10.388 17.947 21. 454 19.954 41.408 29.013 30.342 22.100 8.242 37.255 

7.712 16.748 24.460 7.768 20.953 28.721 15.480 37.701 25.358 12.343 27.823 3.7% 

8.868 19.523 28.391 9.246 21. 872 31.118 
⑮ 61.661 

6.966 土御井門主大炊御泊頭通入用行 63.455 41. 395 26.785 14.610 78.065 

8.144 20.162 28.306 7.604 20.006 27.610 15.748 40.168 21.039 19.129 34.877 

15.810 27.520 43.330 7.694 39.454 47.148 220捌
13.828 杭宿場海改 37.332 87.258 21.534 65.724 103.056 

9.780 21. 355 31.135 6.748 29.032 35.780 ⑮ 6.489 伝馬差村免除願，⑪17.000水防 23.017 67.387 32.078 35.309 58.326 

y五日'k光ケ御防村堤参御詣普入請用願入用}文政6
30.821 19.282 50.103 22.697 18.461 41.158 6.440 68.517 104.994 21.133 83.861 152.378 

18.902 

121. 748 28.843 150.591 剖 .276 36.532 120.808 
水五人馬ケ村継防堤立差御普支請一願件人間}文政 7

241. 201 111.705 38.192 73.513 314.714 
6.51 00 
35.177 

14.643 15.064 29.707 17.820 18.010 35.830 ⑮ 90.301 御門主様通行ニ付 56.332 33.074 89.406 

12.239 26.007 38.246 15.435 33.940 49.375 27.674 59.947 26.254 33.693 61.367 

15.101 36.047 51.148 19.299 23.542 42.841 34.400 59.589 39.115 20.474 54.874 

13.264 44.957 58.221 19.067 30.868 49.935 44.528 備連落前堤品小件段築立 t天保元 32.331 249.379 91.844 157.535 189.866 
⑪ 40.334 綾瀬川浅切上入用

26.987 臼.5日 91. 541 28.183 33.885 62.068 ⑪ 116.885 備前堤築立出入一件 55.170 215.324 23.748 191. 576 246.746 
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宿
入
用
・
村
入
用

(

I

)

 

大
門
宿
に
お
け
る
入
用
の
変
選
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
が
、
ま
ず
一
例

と
し
て
文
化
一
一
年
の
入
用
を
費
目
ご
と
に
整
理
し
て
掲
げ
る
と
表
的
の
よ

う
に
な
る
。
こ
こ
は
宿
駅
で
も
あ
る
関
係
か
ら
か
、
入
用
取
調
帳
は
宿
入
用

と
村
入
用
を
同
時
に
記
し
て
い
る
。
各
費
目
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
宿
入
用
、
村
入
用
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
、
一
応
区
別
で
き
る
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。
は
じ
め
に
大
門
宿
全
体
の
入
用
が
費
目
ご
と
に
一
記
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
合
計
が
上
組
と
下
組
と
で
等
分
割
合
一
ツ
割
)
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
下
組
だ
け
に
か
か
っ
た
入
用
分
つ
ま
り
「
定
例
」
分
が
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
二
つ
が
合
計
さ
れ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
組
の

宿
入
用
・
村
入
用
の
合
計
と
大
門
宿
全
体
の
合
計
を
知
る
こ
と
は
で
き
な

(2) そ
こ
で
、
下
組
の
み
の
宿
村
入
用
を
み
た
の
が
表
附
で
あ
る
。
宿
入
用
に

ハ
同
叩
)

は
「
引
分
」
と
い
う
も
の
は
な
い
が
、
村
入
用
に
は
引
分
が
あ
り
、
表
的
の

「
下
組
入
用
合
」
の
欄
か
ら
差
し
引
き
さ
れ
た
も
の
が
実
際
に
農
民
の
負
担

す
る
入
用
額
で
あ
り
、
そ
れ
は
高
割
に
も
と
づ
い
て
い
た
。

「
宿
入
用
合
計
」
と
「
村
入
用
差
引
分
」
を
合
わ
せ
た
「
宿
・
村
入
用
合

計
負
担
額
」
を
み
て
、
八

O
貫
文
以
上
を
注
目
す
る
と
き
、
文
化
期
か
ら
文

政
初
期
に
は
そ
れ
が
見
当
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
の
は
文
政
二
年
で
あ
り
、
「
御
門
主
御
泊
」
の
と
き
の
入
用
額
が

大
き
い
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
は
「
御
門
主
被
下
金
」
一

O
貫

三
九
六
文
・
「
鳩
ケ
谷
宿
よ
り
」
一

O
貫
三
五

O
文
な
ど
が
宿
入
用
か
ら
あ

ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
高
額
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で

化
政
・
天
保
期
に
お
け
る
江
戸
周
辺
農
村
の
構
造
と
村
財
政
ハ
池
田
〉

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
文
政
期
も
半
ば
に
な
る
と
天
保
期
に
か
け
て
、
一

O
O

貫
文
以
上
と
な
る
場
合
が
多
く
、
甚
し
き
は
三

O
O貫
文
を
超
し
て
い
る
時

も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
文
化
期
は
文
政
期
よ
り
も
入
用
負
担
額
が
比
較
的
少
な
く

済
ん
で
い
た
が
、
文
政
・
天
保
期
に
は
入
用
が
増
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
H〉

つ
ぎ
に
、
そ
の
要
因
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
再
び
表
附
を
み
る
と
き

「
事
件
な
ら
び
に
臨
時
入
用
」
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

文
化
期
の
「
土
物
一
件
」
は
、
そ
の
入
用
も
少
な
く
、
そ
の
年
の
宿
村
入

用
合
計
負
担
額
も
少
な
い
。
し
か
し
、
文
政
四
年
の
「
宿
場
改
」
一
三
貫
八

二
八
文
、
文
政
五
年
の
「
伝
馬
差
村
免
除
額
」
六
貫
四
八
九
文
、
文
政
七
年

の
「
人
馬
継
立
差
支
一
件
」
三
五
貫
一
七
七
文
、
こ
れ
ら
は
宿
入
用
で
あ
り

入
用
増
大
の
直
接
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
文
政
六
年
・
七
年
の
「
五
ケ
村
堤
御
普
請
願
入
用
」
六
貫
四
四

O

文
・
六
貫
五

O
O文
、
天
保
元
年
の
「
備
前
堤
小
段
築
立
」
四
四
貫
五
二
八

文
、
天
保
四
年
の
「
備
前
堤
築
立
出
入
一
件
」
一
一
六
貫
八
八
五
文
な
ど
の

村
入
用
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
天
保
元
年
に
は
「
連

落
一
件
」
・
「
綾
瀬
川
波
切
上
入
用
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
八
八
貫
六
九
二

文
・
四

O
貫
三
三
四
文
の
村
入
用
を
要
し
て
お
り
、
負
担
を
重
く
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
事
件
に
付
随
し
て
負
担
し
た
と
思
わ
れ
る
、
ろ
う
そ
く
、
御
用

宿
・
御
休
、
雑
用
代
、
出
役
の
費
用
な
ど
も
、
お
の
ず
か
ら
多
く
な
っ
て

(ω) 

い
る
。
四
品
目
を
合
わ
せ
て
み
た
場
合
、
文
政
期
半
ば
か
ら
天
保
期
に
は
、

五
O
貫
文
を
超
え
る
時
期
が
多
い
の
で
あ
る
。

六
九
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表 (9)

~ 用水懸水 り 藻J向j入用 払堰戸入用開・ 杭栴 明俵・縄 合 計 宿合村入用計 I
貫夫文

文化 5年(1808)⑩ 3.262 ⑮1. 448 ⑩ ⑮ 2.430 ⑮ 5. 180 12.320 92.917 

文化 6年 (1809) 3. 126 148 1. 406 1.390 6.070 84.179 

文化10年 (1813) 8. 707 600 2.095 3. 188 14.590 69.230 

文政 5年 (1822) '3.712 900 116 3.001 2.008 9.737 90.404 

文政12年 (1829) 5.112 1.000 116 1. 850 3.280 11. 358 93.989 

天保 4年 (1833) 7.648 4.847 11. 083 1. 648 25.226 270.494 

ω .交化5年-文政削I

.⑪は付入用を示す@

他
に
は
村
入
用
と
し
て

「
水
防
」
費
が
あ
り
、
文
政

五
年
・
六
年
・
七
年
に
は
そ

れ
ぞ
れ
一
七
貫
・
六
O
貫
八

一
一
文
・
三
九
貫
八
三
O
文

を
要
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

は
特
に
負
担
額
の
多
か
っ
た

年
の
も
の
で
あ
る
。

村
内
の
み
(
下
組
)
の
平

常
の
水
利
・
治
水
費
用
と
思

わ
れ
る
も
の
を
掲
げ
れ
ば
、

表
附
の
よ
う
に
な
る
。
時
期

間
隔
を
あ
け
て
示
し
た
。
各

項
目
に
は
さ
ほ
ど
大
き
な
変

化
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。
こ

れ
ら
を
合
計
し
て
宿
村
入
用

合
計
(
「
引
分
」
を
含
ん
で

お
り
、
農
民
の
実
際
の
負
担

額
で
は
な
い
)
と
比
較
し
て

み
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
の
ウ
エ

イ
ト
を
占
め
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
事

件
は
、
そ
の
発
生
に
と
も
な

七。

い
多
大
な
入
用
を
必
要
と
し
た
。
水
利
・
治
水
つ
ま
り
川
除
普
請
等
の
土
木

費
は
、
助
郷
負
担
ハ
農
民
に
は
非
常
な
過
重
)
の
ほ
か
に
、
村
の
財
政
上
に

(
叩
)

大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
領
主
の
負
担
す
べ
き
御
普

請
分
の
農
民
へ
の
転
嫁
は
、
結
果
的
に
は
年
貢
増
徴
と
同
じ
効
果
を
も
ち
、

(
日
)

そ
れ
は
ま
た
農
民
負
担
を
増
大
さ
せ
て
い
た
が
、
大
門
宿
で
は
こ
れ
ら
の
諸

負
担
が
農
民
に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

(
皿
)

表
側
は
宿
・
村
入
用
を
年
貢
高
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
門
宿
の
年

員
高
は
享
和
期
か
ら
化
政
・
天
保
期
に
か
け
て
低
下
し
、
だ
い
た
い
田
方
が

一
五
O
石
代
、
畑
方
が
永
九
九
貫
文
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
畑
方
に

つ
い
て
は
文

化
一
O
年
が
判
明
す
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
田
方
年
貢
が
一
定
し
て
お

り
、
当
時
は
定
免
取
で
あ
っ
た
の
で
、
畑
方
を
常
に
文
化
一
O
年
の
永
九
九

貫
五
二
四
文
と
み
な
し
、
熊
谷
付
近
の
も
の
と
思
わ
れ
る
米
相
場
が
文
化

一
O
年
と
文
政
元
年
と
に
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

(
表
)
と
な
っ
た
。

米
年
貢
・
永
年
貢
を
そ
れ
ぞ
れ
銭
に
換
算
し
A
・
B
両
者
を
合
算
し
た
も

の
が
C
で
あ
る
。

D
は
目
や
す
と
し
て
、
上
・
下
両
組
入
用
+
下
組
「
定

例
」
分
×

2
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
も
と
め
た
。
下
組
分
年
貢
は
幻
つ
ま

り
E
で
あ
り
、

F
は
表
附
の
宿
村
入
用
合
計
負
担
額
か
ら
転
載
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
牝
が
年
貢
に
占
め
る
大
門
宿
全
体
の
入
用
額
(
負
担

額
で
は
な
い
)
の
割
合
と
な
り
、
文
化
一
O
年
が
七
・
六
%
、
文
政
元
年
が
七

・
O
%
と
な
る
。
江
は
下
組
の
宿
村
入
用
合
計
負
担
額
が
年
貢
に
対
し
て

(
臼
)

占
め
る
割
合
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
四
・
九
%
、
三
・
七
%
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
村
入
用
の
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
は
、
児
玉
幸
多
氏
が
信
濃
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国
佐
久
郡
原
村
に
お
い
て
、
最
低
が
一
一
・
六
三
%
、
最
高
が
八
一
・
六
九

%
で
、
だ
い
た
い
三
O

%
t
八
O
%
、
上
杉
允
彦
氏
は
正
徳
t
文
政
期
が
三

(
臼
〉

O
%
弱
で
、
幕
末
に
至
る
と
金
額
面
で
約
一
O
倍
近
く
に
増
加
す
る
と
し
、

佐
々
木
陽
一
郎
氏
は
安
政
期
に
小
作
料
と
の
比
較
で
三
五
・
四
二
%
、
下
回

の
予
想
収
穫
量
と
の
比
較
で
二
六
・
一
三
%
あ
る
い
は
明
治
初
年
の
全
農
業

生
産
物
価
額
と
の
比
較
で
は
一
五
%
ま
た
は
六
・
三
%
に
し
か
す
ぎ
な
い
と

(

日

)

(

時

)

す
る
。
ま
た
、
福
山
昭
氏
は
嘉
永
三
年
の
七
・
五
%
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
れ
ら
諸
氏
の
算
出
方
法
と
筆
者
の
場
合
と
で
は
い
く
ら
か
違
い
も
あ
ろ

う
が
、
大
門
宿
の
比
率
は
他
地
域
と
比
較
し
て
か
な
り
低
い
と
い
っ
て
よ

い
。
そ
こ
で
、
文
化
一
O
年
・
文
政
元
年
の
数
値
の
う
ち
下
組
宿
村
入
用
合

計
負
担
額
を
表
附
の
右
端
に
併
記
し
て
み
た
が
、
こ
の
と
き
の
入
用
負
担
額

は
か
な
り
低
い
か
あ
る
い
は
最
低
を
示
す
時
期
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
負
担

額
の
高
い
時
期
で
は
こ
の
数
値
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
年
貢
に

対
し
て
さ
ら
に
高
い
比
率
が
予
測
さ
れ
る
。

こ
の
時
期
の
年
貢
は
一
定
し
て
い
た
の
で
、
文
化
一
O
年
の
米
年
貫
一
五

三
石
八
斗
六
升
凶
合
、
畑
方
年
貢
永
九
九
貫
五
二
四
文
を
用
い
、
米
相
場
は

文
政
元
年
よ
り
も
高
い
額
で
あ
る
文
化
一
O
年
の
一
両
に
つ
き
九
斗
五
升
、

銭
相
場
は
一
両
に
つ
き
七
貫
文
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
他
の
時
期
を
も
便
宜
上

換
算
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
負
担
額
の
高
い
文
政
六
年
の
一
五
二

貫
三
七
八
文
は
一
六
・
七
%
と
な
り
、
さ
ら
に
高
額
の
天
保
四
年
の
二
四
六

貫
七
四
六
文
は
二
七
・
O
%
と
な
る
。
す
な
わ
ち
大
門
宿
の
場
合
、
宿
村
入

用
の
実
際
負
担
額
(
総
量
で
は
な
い
〉
が
高
く
な
る
文
政
・
天
保
期
は
、
年

一貝
量
に
対
す
る
割
合
も
決
し
て
低
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
門
宿
で
は
年
貢
収
奪
の
大
き
か
っ
た
寛
延
期
と
比
較

化
政
・
天
保
期
に
お
け
る
江
戸
周
辺
農
村
の
構
造
と
村
財
政
ハ
池
田
)

表 (10)

~ 一一 A一一一一一一一 一一 一空白 一一_--~ 
¥¥¥i米年 百 |金換算 |銭換算 i永年 貢 i金換針 !銭換 算 ;

| 石合| 而Ij 貫文| 寅 うに 111，j 貫文!

文化10年(1813)1 153.864 1 16l. 962 1 1133.734 I永 99.524 I 99. 524 I 696.668 i 

文政元年 (1818)1 151.964 1 116.895 1 818.265" 99.524 1 696.668 i 

11 |D/i| E |F |F/il← vm 
銭換算 A+B宿 入用 ・村1/C 11 年貢 Cll下組宿村入I/E11 米相場|銭相場

:入用合計 1/ '-' 11半分 /2 1用合計負担額 1/ ~ 11 
貫 文i 質文 11 貫 文| 貫文 11

1830.402: 138.668 17.6%11 915.201 1 45.139 14.9%111両に 9斗閉 11両に 7貫

州 知 106制 I7叫 757.467I 27. 823 I 3刈1罰則石外 1 " 

〈註)・米相場は，新井栄作 「穀物相場覚え帳についてJ(~埼玉史談1 第22{!! 4弓〉。銭相場は. ['宿入用・

村入用取調帳J (会国家文書 439号〉。

・畑方 (永〕年貨は.文政元年の場合 文化10年をあてはめた。銭相羽も同係である。

七
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法
政
史
学

第
三
十
一
号

し
て
、
享
和
期
以
降
化
政
・
天
保
期
は
年
貢
高
が
低
下
し
一
定
し
て
い
た
。

農
民
の
宿
村
入
用
負
担
額
を
み
る
と
き
、
文
化
期
は
か
な
り
低
い
の
で
あ
る

が
、
文
政
・
天
保
期
に
な
る
と
増
大
し
て
く
る
。
要
因
は
種
々
多
々
の
事
件

が
発
生
し
て
く
る
結
果
に
依
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
多
大
な
費
用
を
必
要

と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
水
利
・
治
水
に
関
係
し
た
も
の
一
が
多

く
、
そ
れ
ら
は
村
(
宿
)
内
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
村
落
相
互
間
で
負
担
す

る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。

三
、
年
貢
金
・
村
入
用
の
滞
納

川
滞
納
状
況

文
化
期
の
年
貢
金
・
村
入
用
を
概
観
し
て
い
く
と
、
ま
ず
同
七
年
三
月
の

未
納
改
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
文
化
五
年
の
宗
門
人
別
帳
の
持

高
と
照
合
す
る
と
表

ωの
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
大
門
宿
の
上
組
・
下
組

両
組
の
未
納
者
を
表
わ
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
後
述

す
る
よ
う
に
表
闘
の
場
合
は
そ
の
出
典
(
会
田
家
文
書
一
五
七
一
号
)
に
よ
っ

て
両
組
と
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
未
納
者
も
三
二
名
を
か
ぞ
え
て
い
る
。

表

ωで
は
出
典
ハ
向
文
書
六
一
八
号
)
に
な
ん
ら
そ
の
よ
う
な
記
載
は
み
ら

れ
な
い
が
、
未
納
者
は
三
二
名
で
あ
り
(
人
名
の
異
な
る
場
合
も
あ
る
)
、

同
数
を
か
ぞ
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
「
改
」
の
時
間
的
ズ
レ
が
わ

ず
か
一
年
で
あ
る
こ
と
に
も
よ
っ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
大
門
宿
の
村
入
用
は
「
高
割
」
で
あ
っ
た
。
年
貢
金
を
納
め

る
者
は
「
高
」
を
所
持
す
る
者
で
あ
り
、
村
入
用
も
「
高
」
に
割
り
掛
け
ら

れ
て
負
担
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
一
昨
)
っ
て
、
無
高
に
未
納
者
が
存
在
す
る

こ
と
を
ま
ず
疑
問
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

文化七午年三月改

------~- 未納~ ，~ ~ ，_ I~ ，~，-，_I 未納分I B I 
IA~;:I 未 納 分 幅 [未納年幅jB~~~'~~ 1 -A- 皆済年幅~J 者数/l'- n'fJ /J 'fa j/l'-nn'-'flIll 皆済者数1 A 1 

年年 I %1 
6 --2 I ( 

市高

年貢金井村入用未納改

分納
J 

7 

表 (11)

3寅706文--0寅140文2 
石ゎ

15 --25 

。60 3 6 - 1 と1貫540文-0寅100交2分5 7 -15 

63 5 4 -1 2*と1貫200文-0貫117文8 3 - 7 
年年

0-1 71 5 6-2 2分 2朱と 1貫355文-0貫 70文7 1 - 3 

。67 2 4 -1 1貫723文-0貫289文3 0-1  

。100 2 (1) 2 51文674文~2 (1) 高無

0-1 100 5 と0貫900文-0貫170文2分5 持高不明

七ω%1 
(註)・会国家文書618号により作成。持高は文化 5年宗門人別帳による。

・無高t主人可IJ帳に持高の記載のないもの. ()内は寺(朱印地ではない〉。 持高不明は人別綬との

照合が不可能なιの。

22 計k-
日

Hosei University Repository



さ
て
、
細
か
く
検
討
し
て
い
く
と
、
持
高
の
多
い
者
に
も
少
な
い
者
に
も

未
納
者
が
お
り
、
こ
の
点
に
特
徴
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
五

石
以
上

t
二
五
石
未
満
の
層
に
二
名
の
未
納
者
が
お
り
、
七
石

t
一
五
石
層

に
は
五
名
、
三
石

t
七
石
層
に
は
八
名
が
存
在
し
て
お
り
最
多
数
を
占
め
て

い
る
。
つ
ぎ
に
多
い
の
が
一
石

t
三
石
層
の
七
名
で
あ
る
。
概
し
て
、
中
堅

ク
ラ
ス
に
未
納
者
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。

全
体
で
未
納
者
は
三
二
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
化
五
年
の
負
担
者
総
数

に
対
し
て
(
表
問
参
照
)
、

ω
N
十

(
H
A
W
N
-
N
N
)

×
H
O
O
H
N
ω
や
か

と
な
り
、
%
以
上
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。

ま
た
、
未
納
の
年
数
は
各
持
高
層
に
か
か
わ
ら
ず
、
だ
い
た
い
六
年
前
か

ら
一
年
前
ま
で
と
比
較
的
長
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
皆
済
し
た
者

は
二
二
名
で
、
未
納
者
全
体
の
六
九
%
に
あ
た
っ
て
い
る
。
皆
済
し
た
年
は

「
改
」
の
あ
っ
た
年

(
0
で
示
し
た
)
か
あ
る
い
は
そ
の
翌
年
と
な
っ
て
い

(
臼
)

る
。
し
か
し
、
な
お
も
コ
二
%
の
者
が
未
納
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
表
闘
を
検
討
し
た
い
。
こ
れ
は
文
化
八
年
一
一
月
に
行
な
わ
れ
た

滞
納
改
で
あ
る
。
文
化
六
巳
年
割
元
役
上
組
誰
々
、
下
組
誰
々
。
文
化
七
午

年
割
元
役
上
組
誰
々
、
下
組
誰
々
と
記
載
が
あ
り
、
上
組
・
下
組
両
組
全
体

の
「
改
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
文
化
六
年
・
七
年
の
二
ヶ
年
に
わ
た
る

村
入
用
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
場
合
も
表

ωと
同
様
に
持
高
の
多
い
者
に
も
少
な
い
者
に
も
滞
納
者

(ω) 

が
存
在
す
る
。
そ
の
数
は
三
二
名
で
あ
り
、
こ
れ
も
文
化
五
年
の
負
担
者
総

数
に
対
し
て
、
二
三
%
と
な
り
%
以
上
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
う
ち
二
四
名
、
比
率
に
し
て
七
五
%
の
者
が
皆
済
し
て
い
る
の
で
あ

化
政
・
天
保
期
に
お
け
る
江
戸
周
辺
農
村
の
構
造
と
村
財
政
(
池
田
)

じ年・午年村入用滞改
文化八未年十一月改

i丈記---IA----ーよ ー 凡 一一 一 |滞分皆iB 「--.扇面O)I
| 下三|滞者数| 滞 止 幅 IB済者数1-1I備考・場合

ljι2-6~ïl--;-1云1't137 Ý~孟示忌 「 J i-iJ一一一
2 

100 4 87文625文~4 7 -15 

2 89 8 4賞 743文-0貫 200文9 3-7 

2 57 4 3文502文~7 1 - 3 

2 67 2 179文385文~3 0-1 

78文1 (1) 官
同無 。。。

。
持高不明

I
5 979文- 4以

1
4 

1 
80 

一合計 I3:_L一一一一 一 _~_I__2
(註)・会国家文書1571号により作成。持高は文化5年宗門人別帳による。

-他は表 (11)に同じ。

(
引
U

V

る
。
し
か
し
、
何
年
後
に
滞
納
分
を
支
払
っ
た
か
は
判
明
し
な
い
。

文
化
期
は
年
貢
高
が
低
下
し
一
定
し
て
お
り
、
宿
村
入
用
の
負
担
額
が
少

な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
同
七
年
・
八
年
に
は
年
貢
金
・
村
入
用
の
未
納
者

が
全
体
の
%
以
上
も
み
ら
れ
て
お
り
、
未
納
年
数
は
六
年
前
か
ら
一
年
前
に

表 (12)

2 

。。9:r-t 006文{昔地
七
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お
よ
ん
で
い
た
。
後
に
は
皆
済
も
さ
れ
る
が
、
表

ω(年
貢
金
と
村
入
用
)

で
は
ご
二
%
、
表
問
(
村
入
用
)
で
は
二
五
%
の
者
が
な
お
も
未
納
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
門
宿
で
は
す
で
に
文
化
期
に
年
貢
・
村

入
用
徴
収
機
能
が
円
滑
に
働
い
て
お
ら
ず
、
未
納
↓
皆
済
↓
未
納
と
い
う
繰

返
の
事
態
が
予
測
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

凶
未
進
改
議
定

そ
こ
で
、
大
門
宿
で
は
こ
の
時
期
に
未
進
改
議
定
を
さ
か
ん
に
行
な
っ
て

(
印
)

い
る
。
文
化
七
年
三
月
の
「
御
年
貢
金
不
納
村
入
目
未
進
改
帳
」
に
は
、

覚

て

御

年
貢
金
納
方
之
儀
、
年
々
残
候
者
も
有
之
又
者
丸
不
納
之
者
も
有

之
候
得
共
、
実
々
出
来
兼
候
趣
申
之
、
其
年
限
り
急
度
可
相
納
筈

ニ而

御
役
所
表
御
立
替
御
皆
済
被
下
候
、
然
ル
処
今
以
不
相
納
申
訳
ケ
無

之
問
、
来
ル
五
月
晦
日
ま
て
無
間
違
急
度
上
納
可
仕
候
事
、

一
、
村
入
用
・
絹
入
用
之
儀
、
年
々
未
進
又
ハ
丸
未
進
之
者
も
有
之
候
何

共
、
実
々
山
来
兼
候
趣
申
之
相
延
、
割
元
役
・
村
役
人

三
山
立
替
取
引

相
済
、
入
日
帳
印
形
仕

御
役
所
江
差
出
候
得
共
、

今
以
不
相
納
申
訳
ケ
無
之
問
、
追
而
取
調
剖

元
役
よ
取
立

-一
相
刻
り
候
節
、
右
不
足
立
替
之
分
無
間
違
急
度
相
済
可

申
候
事
、

右
之
通
達
変
致
問
敷
候
、
若
此
上
も
差
滞
候
ハ
t
A

、
被

之
儀
無
御
座
候
、
仰
之
銘
々
印
形
致
置
申
候
、
以
上
、

文
化
七
九
1

年
三
月

仰
立
候
共
一
一
一
一
一
口

文

蔵

⑮

(
以
下
二
七
名
略
)

七
四

と
あ
り
、
年
賞
金
の
年
々
不
納
分
は
五
月
晦
日
ま
で
に
上
納
し
、
村
入
用
・

伯
入
用
の
年
々
未
進
分
は
、
不
足
立
替
分
を
割
元
役
に
納
め
る
と
取
り
決
め

て
い
る
。

(
臼
)

同
年
同
月
の
「
宿
入
用
・
村
入
用
割
合
不
足
取
極
帳
」
で
は
、

川
H
A

〈
六
年
〉

〈
六
年
)

一
、
去
じ
年
絹
入
用
・

村
入
用
之
儀
、
御
用
多
-
一
市
同
極
月
中
取
調
行
届

兼
、
此
度
両
組
立
会
取
調
候
所
、
割
合
不
足
有
之
候
得
共
差
懸
り
候

問
、
制
元
役
・
村
役
人
ニ
而
立
替
、
夫
々
勘
定
取
引
御
済
被
下
、
入
目

帳
消
帳
印
形
仕
候
問
、
右
不
足
立
替
之
分
追
而
割
元
役
よ
取
立
ニ
相
廻

り
候
節
、
無
遅
滞
一
叶
差
出
候
、
仰
之
銘
々
印
形
致
置
申
候
、
以
上
、

大
門
宿

文

化

七

仔

年

(

八

八

名

略

〉

名
主

三
月

同
源
左
衛
門
⑮

平
左
衛
門
⑮

山
之
趣
逸
々
致
示
知
候
、
仰
之
銘
々
印
形
致
置
候
、
己
上
、

文

化

七

午

年

り

ん

⑮

三

月

(

以

下

六

七

名

略

〉

山
入
用
・
村
入
用
に
割
合
不
足
の
者
が
あ
り
、
こ
れ
を
割
元
役
が
立
て
替

え
た
の
で
、
そ
の
分
を
差
し
出
す
と
決
定
し
て
い
る
。

(
臼
〉

文
化
八
年
五
月
に
も
「
宿
村
入
用
未
進
改
帳
」
を
作
成
し
て
い
る
。

や
は

り
、
年
々
宿
村
入
用
を
皆
済
し
な
い
者
が
お
り
、
立
替
の
分
は
割
元
役
へ
納

め
る
と
二
六
名
の
者
が
約
定
し
て
い
る
。

ハ
民
W
)

さ
ら
に
、
文
化
一

O
年
三
月
に

「
宿
村
入
目
議
定
」
が
み
ら
れ
、
宿
村
入
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用
の
未
進
分
を
遅
滞
な
く
納
め
る
こ
と
を
八
八
名
の
者
が
議
定
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
文
化
七
年
か
ら
同
一
O
年
に
わ
た
っ
て
頻
繁
に
年
貢
金
・

泊
村
入
用
の
米
進
改
議
定
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
以
前
、
以
後
の
も
の

は
不
明
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
た
ま
た
ま
、
こ
の
時
期
に
史
料
が
残
存
し
た
の

で
、
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
現
わ
れ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か

し
、
文
化
期
に
は
年
貢
金
・
村
入
用
の
滞
納
が
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実

で
あ
り
、
こ
れ
を
未
進
改
議
定
の
作
成
に
よ
っ
て
抑
え
よ
う
と
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
も
数
度
に
わ
た
っ
て
お
り
、
不
徹
底
ぶ
り
が
現

わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
年
貢
高
は
低
い
が
、
宿
村
入
用
負
担
額

の
高
い
文
政
・

天
保
期
へ
む
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お

わ

り

以
上
に
わ
た
っ
て
大
門
宿
の
考
察
を
行
な
っ
て
み
た
。
こ
れ
を
要
約
す
る

と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

近
世
中
期
以
降
、
江
戸
周
辺
農
村
の
農
民
は
、
江
戸
の
需
要
に
応
じ
て
商

品
生
産
を
進
め
て
い
っ
た
が
、
化
政
期
に
は
そ
れ
が
い
っ
せ
い
に
開
花
す

る
。
大
門
宿
の
場
合
も
化
政
・
天
保
期
か
ら
明
治
初
年
に
わ
た
っ
て
商
品
生

産
・
流
通
が
す
す
ん
で
お
り
、
江
戸
と
の
結
び
つ
き
が
強
か
っ
た
と
い
え

る。
お
お
む
ね
、
化
政
・
天
保
期
に
お
け
る
江
戸
周
辺
農
村
は
戸
数
・
人
口
が

減
少
し
て
お
り
、
潰
百
姓
も
発
生
し
て
い
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
大
門
宿
で

は
潰
百
姓
の
存
在
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
戸
数

・
人
口
が
漸
次
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
基
準
と
す
る
な
ら
ば
、
繁
栄

化
政
・
天
保
期
に
お
け
る
江
戸
周
辺
農
村
の
構
造
と
村
財
政
(
池
田
)

の
状
況
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
増
加
は
地
借
と
一

石
未
満
の
零
細
層
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
他
か
ら
の
流
入
を
考
え
る
こ
と
も

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
推
移
の
な
か
で
、
化
政
・
天
保
期
に
お
け
る
大
門
宿

の
農
民
腐
の
分
解
を
み
る
と
き
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ

い
。
つ
ま
り
、
こ
の
以
前
に
す
で
に
分
解
が
す
す
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
大
門
街
に
お
け
る
農
間
渡
世
を
み
る
と
、
文
政
一
O
年
に
は
全
体

の
六
O
%
の
者
が
余
業
に
従
事
し
て
お
り
、
そ
の
比
率
は
非
常
に
高
か
っ
た

と
い
っ
て
よ
い
。
上
層
農
は
質
屋
・
米
穀
・
肥
料
商
・
太
物
商
な
ど
を
営

み
、
そ
の
多
く
は
宿
村
役
人
で
あ
っ
た
。

一
方
、
下
層
農
の
営
む
余
業
は
非

常
に
多
く
多
種
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
街
道
村
の
零
細
農
民
の
生
計

補
充
を
な
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
年
貢
な
ら
び
に
宿
入
用
・
村
入
用
の
納
入
負
担
は
、
大
門
宿

の
農
民
に
と
っ
て
過
重
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
年
貢
高
は
寛
延
期
に
ピ

ー
ク
が
あ
り
、
一
手
和
期
以
降
天
保
期
に
は
低
下
し
一
定
し
て
い
た
。
し
か

し
、
宿
村
入
用
負
担
額
は
文
化
期
に
は
か
な
り
低
い
も
の
の
、
文
政
・
天
保

則
に
な
る
と
大
き
く
増
加
し
て
く
る
。
要
因
は
種
々
の
事
件
が
発
生
し
て
く

る
結
果
に
よ
る
が
、
結
局
、
こ
れ
ら
が
多
大
の
費
用
を
必
要
と
し
た
の
で
あ

る
。
な
か
で
も
水
利
・
治
水
に
関
係
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は

村
〈
宿
)
内
の
み
な
ら
ず
、
村
落
相
互
間
で
負
担
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ

た

こ
の
よ
う
な
と
き
、
大
門
宿
で
は
年
貢
高
が
低
下
し
、
宿
村
入
用
負
担
額

の
少
な
い
文
化
期
に
、
す
で
に
年
貢
金
・
村
入
用
の
滞
納
者
が
全
体
の
%
以

上
も
み
ら
れ
て
い
た
。
未
納
分
の
年
数
も
比
較
的
長
く
、
後
に
は
皆
済
も
さ

れ
る
が
、
依
然
と
し
て
未
納
者
は
多
い
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
未
納
↓
皆
済

七
五

Hosei University Repository



法
政
史
学

第
三
十
一
号

↓
未
納
と
い
う
悪
循
環
が
予
測
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
年
貢
・
村

入
用
徴
収
機
能
が
円
滑
に
働
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
大
門
宿
で
は
文
化
七
年
か
ら
同
一

O
年
に
わ
た
っ
て
頻
繁
に
年

貢
金
・
宿
村
入
用
の
氷
進
改
議
定
を
作
成
し
、
未
納
を
抑
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
数
度
に
わ
た
っ
て
お
り
、
不
徹
底
ぶ
り
が
現
わ
れ
て

い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
化
政
・
天
保
期
に
は
年
貢
と
宿
村
入

(“) 

用
を
合
わ
せ
た
負
担
が
農
民
に
過
重
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
門
宿
で
は
戸
数
・
人
口
が
増
加
し
衰
旗
の
状
況
が

み
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
大
門
宿
が
商
品
生
産
・
流
通
に
よ
っ
て
江
戸
と
強

く
結
び
つ
い
て
お
り
、
ま
た
、
全
体
で
六

O
%と
い
う
高
い
比
率
の
農
間
渡

世
が
営
ま
れ
、
下
層
農
民
が
幾
多
の
余
業
に
よ
っ
て
生
活
の
補
充
を
な
し
え

て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

註(

1

)

 

児
玉
幸
多
「
近
世
に
於
け
る
村
財
政
」
〈
『
史
学
雑
誌
』
第
六

O
巻

二
号
、
『
近
世
農
村
社
会
の
研
究
』
に
収
録
)

仲
見
秀
雄
「
助
郷
役
と
村
財
政

l
勢
州
鈴
鹿
郡
椿
世
村
を
中
心
と

し
て
|
」
(
『
歴
史
教
育
』
第
四
巻
一
二
号
)

正
田
健
一
郎
「
近
世
村
落
に
お
け
る
村
入
用
|
下
総
国
葛
飾
郡
三

輪
野
山
村
に
つ
い
て
|
」
(
『
早
稲
田
政
治
経
済
学
雑
誌
』
第
一
四

六
号
・
一
四
七
号
合
併
)

伊
藤
好
一
「
奈
良
橋
村
の
村
入
用
」
(
『
大
和
町
史
研
究
』
第
三

号
〉佐

々
木
陽
一
郎
「
江
戸
近
郊
農
村
の
農
民
負
担
に
関
す
る
一
考
察

l
武
蔵
国
葛
飾
郡
東
葛
西
領
の
場
合
|
」
(
『
三
田
学
会
雑
誌
』
第

五
四
巻
一
二
号
〉

〈

2
)

(
3〉

(

4

)

 

(
5〉

七
六

(

6

)

 

「
近
世
村
落
の
自
治
と
村
入
用
」

〈
『
史
観
』

J

第
七
五

(

7

)

 

上
杉
允
彦

冊
)

菅
野
貞
男
「
近
世
後
期
の
村
入
用
に
つ
い
て
|
下
総
国
蔦
飾
郡
藤

原
新
旧
の
場
合
1
」
(
『
千
葉
県
の
歴
史
』
第
一
一
一
一
号
)

た
だ
し
、
上
杉
允
彦
氏
は
村
入
用
の
運
用
を
め
ぐ
っ
て
、
諸
氏
の

考
え
と
は
異
な
り
、
村
が
自
治
を
有
し
て
い
た
点
を
強
調
さ
れ
て

い
る
。

伊
藤
好

一

「
村
役
変
質
の
意
義
」
(
木
村
礎
編
『
封
建
村
落
』
第

三
一
品
早
〉

官
原
憲
二
「
村
入
用
帳
の
成
立
|
近
世
村
入
用
の
研
究
・
序
説

i
」

(
京
都
大
学
近
世
史
研
究
会
編
『
論
集
近
世
史
研
究
』
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
上
杉
允
彦
、
前
掲
論
文
に
よ
る
批
判
が
あ
る
。

大
石
慎
三
郎
「
寄
生
地
主
制
形
成
期
に
お
け
る
農
民
闘
争
」
(
『
封

建
的
土
地
所
有
の
解
体
過
程
』
〉
、
向
『
亭
保
改
革
の
経
済
政
策
』

金
丸
平
八
「
夫
銭
出
入
一
件
1
武
蔵
国
葛
飾
郡
藤
塚
村
|
」
(
『
一
二

回
学
会
雑
誌
』
第
四
七
巻
三
号
)

伊
藤
好
一
「
後
カ
谷
村
の
村
入
用
」
(
『
大
和
町
史
研
究
』
第
四

号
)

福
山
昭
「
近
世
後
期
畿
内
村
落
の
村
財
政
」
〈
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第

五
七
号
、
『
近
世
農
村
金
融
の
構
造
』
に
収
録
)

位
原
憲
二
「
近
世
村
落
の
構
造
変
化
と
村
方
騒
動

l
泉
州
日
根
郡

山
然
田
村
の
場
合
|
」
付
・

0
(『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
六
一
号
、

第
六
二
号
)

円
十
い
時
期
に
は
、
丸
山
薙
成
「
宿
財
政
と
村
政
」
(
『
日
本
歴
史
』

第
一
四
六
号
〉
が
あ
り
、
村
入
用
だ
け
で
な
く
宿
入
用
を
と
も
に

分
析
し
て
、
騒
動
と
の
関
連
を
述
べ
て
い
る
。

福
山
昭
「
近
世
後
期
村
財
政
と
高
利
貸
付
資
本
」
(
『
大
阪
府
立
大

(

8

)

 

(

9

)

 

(
叩
)

(
日
)

(ロ
)

(
日
)

(
M
)
 

(
日
)

(
国
〉

(

げ

)

(
凶
〉
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(

凶

)

学
歴
史
研
究
』
第
一
四
号
、
『
近
世
農
村
金
融
の
構
造
』
に
収
録
〉

須
田
茂
「
近
世
後
期
田
安
領
に
お
け
る
村
財
政

l
下
総
国
埴
生
郡

幡
谷
村
・
西
和
泉
村
を
中
心
に
|
」
(
『
成
田
市
史
研
究
』
第
三

号
)
、
こ
の
論
文
は
村
入
用
徴
収
方
法
を
め
ぐ
る
村
方
出
入
に
つ

い
て
も
述
べ
て
い
る
.

「
日
光
御
成
道
宿
村
大
概
帳
」
(
児
玉
幸
多
校
訂
『
近
世
交
通
史
料

集
』
六
〉
に
よ
れ
ば
、
本
陣
一
軒
、
防
本
陣
一
軒
、
旅
龍
屋
六
軒
、

人
馬
継
問
屋
場
一
ケ
所
、
問
屋
・
名
主
兼
帯
の
者
三
名
、
宿
建
人

馬
は
二
五
人
・
二
五
疋
で
う
ち
五
人
・
五
疋
が
囲
人
馬
で
あ
っ

た
.

児
玉
宰
多
校
訂
『
前
掲
書
』
六
。
会
田
家
文
書
七
一
五
号
、
天
明

八
年
七
月
「
武
州
足
立
郡
大
門
宿
村
差
出
銘
細
帳
」
(
小
野
文
雄

編
『
武
成
国
村
明
細
帳
集
成
』
に
収
録
)

註
(
却
)
に
同
じ
。

会
田
家
文
書
七
一
五
号
、
明
細
帳
。
以
下
、
会
田
家
文
書
は
整
理

番
号
の
み
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

児
玉
幸
多
校
訂
『
前
掲
書
』
六

こ
の
以
前
に
は
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
百
四
十
四
、
足
立
郡

之
十
に
よ
る
と
、
寛
永
期
に
検
地
の
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る。『
同
右
書
』
、
『
武
蔵
田
園
簿
』
九
一
一
良

『
会
田
落
穂
集
』
(
埼
玉
県
史
料
第
四
集
)
五
三
頁

t
五
四
頁
。

他
に
は
一

O
九
一
号

註
(
お
)
に
同
じ
。
児
玉
宇
多
校
訂
『
前
掲
書
』
六

七
一
五
号
、
天
明
八
年
七
月
、
銘
細
帳

児
玉
幸
多
校
訂
『
前
掲
書
』
六

『
越
谷
市
史
』
一
、
通
史
上
、
七
一
五
頁

(

別

)

(

幻

)

ハ
幻
)

(

幻

)

(

弘

)

(
お
)

(
お
〉

(

幻

)

(
却
)

(
m
U
)
 

(
却
〉

(

出

)

化
政
・
天
保
期
に
お
け
る
江
戸
周
辺
農
村
の
構
造
と
村
財
政
(
池
田
〉

(
犯
)

伊
藤
好
一
「
江
戸
周
辺
農
村
に
お
け
る
天
保
期
の
窮
民
層
」

(
北
島
正
元
編
『
幕
藩
制
国
家
解
体
過
程
の
研
究
』
七
六
頁
以
下
)

こ
れ
ら
の
奉
公
人
は
作
奉
公
人
で
あ
り
、
年
季
も
ほ
と
ん
ど
が
一

年
季
と
い
う
短
期
で
あ
っ
た
。

『
越
谷
市
史
』
一
、
通
史
上
、
九
八
三
頁

関
利
雄
「
江
戸
時
代
後
半
期
の
農
村
人
口

l
蔵
敷
村
に
お
け
る
動

態
人
口
を
中
心
と
し
て
|
」
(
『
大
和
町
史
研
究
』
第
一
号
、
五

五
頁
)
、
同
「
近
世
後
期
蔵
敷
村
の
戸
数
と
潰
百
姓
に
つ
い
て
」

(
『
大
和
町
史
研
究
』
第
六
号
、
二
頁

t
三
頁
。
補
足
し
て
お
け

ば
、
潰
百
姓
は
も
と
の
様
に
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

関
利
雄
「
幕
末
期
高
木
村
の
人
口
問
題
」
(
『
大
和
町
史
研
究
』
第

三
号
、
二
二
頁
〉

『
新
修
世
田
谷
区
史
』
上
巻
、
七

O
三
頁

t
七

O
四
頁
・
七
一
二

頁
。
『
せ
た
が
や
の
歴
史
』
一
九
四
頁

煎
本
増
夫
「
幕
末
期
に
お
け
る
潰
『
株
』
百
姓
の
存
在
形
態
!
但

し
、
武
州
世
田
谷
領
土
野
毛
村
の
場
合
|
」
(
『
世
田
谷
』
第
一
二

号
)
。
天
保
期
を
境
に
「
潰
百
姓
」
の
多
く
は
立
帰
る
こ
と
が
で

き
た
。

伊
藤
好
一
、
註
(
幻
)
論
文
、
八
二
頁
山

横
銭
輝
暁
「
江
戸
近
郊
農
村
に
お
け
る
商
品
生
産
と
村
落
構
造
|

封
建
制
末
期
に
お
け
る
!
」
(
『
地
方
史
研
究
』
第
五
三
号
、
三
二

頁
。
『
歴
史
教
育
』
第
九
巻
一
一
号
、
三
六
頁
〉

文
政
一
一
年
三
月
の
宗
門
人
別
帳
と
照
合
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
、

持
高
と
農
間
渡
世
ハ
商
)
の
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下

に
述
べ
る
が
、
詳
細
は
拙
稿
「
足
立
郡
大
門
宿
の
農
間
渡
世
に
つ

い
て
」
(
『
埼
玉
地
方
史
』
第
四
号
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

古
島
敏
雄
『
近
世
日
本
農
業
の
展
開
』
二
四
八
頁

(

お

)

(

鈍

)

(
出
)

(

お

)

(
幻
)

(

持

〉
'" '" 40 39 
'-J '--ノ

(

叫

)

(
必
)

七
七
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法
政
史
学

第
三
十
一
号

(

必

)

(

μ
制

〉

野
村
兼
太
郎
編
著
『
村
明
細
帳
の
研
究
』
一
二
ハ
頁

石
井
昇
「
幕
末
の
農
間
渡
世
の
調
査
|
特
に
埼
玉
県
を
中
心
に
1

2
埼
玉
地
方
史
』
第
三
号
、
三
一
頁
〉

古
島
敏
雄
『
前
掲
書
』
二
四
六
頁

八
八
五
号

元
文
元
年
に
年
賀
高
が
低
い
の
は
、
損
毛
引
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

主
な
も
の
は
、
人
馬
上
役
入
銭
、
河
岸
場
助
成
、
株
場
地
代
・
村

持
地
代
紘
一寸
で
あ
る
。

「
御
用
宿
・
御
休
」
は
見
分
役
人
な
ど
の
宿
泊
に
関
係
が
あ
り
、

「
雑
用
代
」
と
は
道
中
奉
行
・
支
配
役
所
へ
の
年
礼
あ
る
い
は
宿

村
役
人
が
江
戸
へ
出
向
い
た
と
き
の
諸
経
費
で
あ
り
、
「
出
役
」

は
隣
宿
・
在
方
に
出
向
い
た
と
き
の
経
費
で
あ
る
。

児
玉
幸
多
、
前
掲
論
文
、
一
八
頁
以
下

佐
々
木
陽
一
郎
、
前
掲
論
文
、
六
八
頁

こ
の
よ
う
な
比
較
に
つ
い
て
は
、
福
山
昭
、

註
(
臼
)
論
文
、
六
三

頁
。
菅
原
憲
二
、
註
(
凶
)
論
文
(
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
六
二
号
、

四
九
頁
)
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
性
急
な
判
断
を
下
す
こ
と
を

避
け
ね
ば
な
ら
な
い
」
、
「
換
算
す
る
こ
と
自
体
に
問
題
が
あ
る
」

と
い
う
批
判
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、
年
貢

量
と
の
比
較
を
試
み
て
お
く
。

児
玉
幸
多
、
前
掲
論
文
、
八
頁

上
杉
允
彦
、
前
掲
論
文
、
一
四
五
頁

佐
々
木
陽
一
郎
、
前
掲
論
文
、
六
六
頁

福
山
昭
、
註
(
日
〉
論
文
、
六
二
頁

各
事
件
の
経
過
お
よ
び
訴
訟
に
つ
い
て
は
後
日
を
期
し
た
い
。
な

お
、
市
村
入
用
の
ほ
か
に
鷹
場
入
用
な
ど
も
あ
り
、
合
わ
せ
て
検

討
を
要
す
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
。

(

必

)

(

日

刊

)

(

灯

)

(

同

日

)

ハ

川

仰

)

(
印
)

(

日

)

(

臼

)

ハ
臼
)

(

M

)

 

(
臼
〉

(

日

山

)

(

幻

〉

七
八

(
時
)

未
納
し
た
直
前
に
は
「
高
」
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

後
筆
と
思
わ
れ
る
が
、
皆
済
し
た
者
に
は

O
印
が
付
け
ら
れ
て
い

て
「
済
」
の
文
字
が
あ
る
。

地
借
は
「
高
」
を
所
持
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
村
入
用
未
納
者

と
し
て
現
わ
れ
て
も
問
題
と
は
な
ら
な
い
。

後
筆
に
よ
っ
て
皆
済
の
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

O
印
が

付
け
ら
れ
て
「
済
」
の
文
字
が
あ
る
場
合
と

O
印
の
み
の
場
合
と

が
あ
る
。
後
者
も
同
等
に
み
な
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

五
八

O
号

一
五
五
八
号

六
八
一
号
。
こ
れ
に
は
表
紙
に
「
下
組
」
と
記
し
て
あ
る
。

八
八
九
号

寛
政
期
以
降
天
保
中
期
の
村
入
用
に
関
す
る
幕
府
の
法
令
は
、
入

用
の
増
大
が
農
民
の
疲
弊
を
も
た
ら
し
年
貢
収
納
に
も
差
し
支
え

る
の
で
、
そ
の
削
減
お
よ
び
節
約
を
指
示
し
て
い
る
が
、
効
果
は

一
時
的
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
(
菅
原
憲
二
、
註
刊
論
文
、
六
一

頁
)
。
大
門
病
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

(
叩
)

(ω) 

(
れ
)

(ω
〉

(

臼

)

(
山
山
〉

(

出

)

(

ω

)

 

川口
口山本

航
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
御
指
導
い
た
だ
い
た
村
上
直
先
生
に
謝
意

を
表
し
ま
す
。
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